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１ 円 運 動

で.君円運動とは
（定義）円周上または円周の一部（以下、円弧という）を動く運動
２次元の運動である（放物運動と同じ。等速直線運動や等加速度運動は１次元）
円弧の中心からの距離は常に一定：半径７

名.重等速円運動
（定義）速さが一定である円運動
速度一定ではないことに注意

1.2.1週童を求めよう
円運動する物体が、△t秒間に点Ａから点Ｂまで△ｅラジアンだけ回ったとする。
このとき、２点間の平均速度はベクトルを用いて、
- A BUAB=Zr
と表せる。その大きさが速さにあたるので、△eが十分小さい時、

ABABγ△ｅUAB=Zr=ZT=̅Zr

と近似できる。点Ａにおける瞬間の速さｕは、△r→Ｏの極限をとって、

U=limUAB=1加工△ａ=r"Ａｔ→ｏ△t→ｏ△ｔαｔ
ここで、角速度のを

(Ieの=訂

で定義すれば、Ｕが一定となるにはのが常に一定である必要がある。
つまり、等速円運動とは、角速度のが一定値であるような円運動である。
速度の向きはどうだろうか。△t→Ｏの極限を取ると、点Ｂは点Ａヘと円弧上を動１
づくので、通の向きは接線方向に近づく。よって点Ａにおける瞬間の速度は、

点Ｂは点Ａヘと円弧上を動いて近
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速さU=yoの、向きは点Ａにおける接線向き
と言える。

1 . ' Z角速度、周期、回転数

角速度のは、厳密にはｅが増加するなら正、減少するなら負であるが、通常はｅが増加
する方向を角度の正の向きとして、のが正の定数となるようにする。
定義より、△e=の△ｔである。
のが一定であるとき、円運動に周期と回転数が定義できる。
周期T:円をｌ周するのにかかる時間
周期Ｔには２通りの求め方がある。角速度ので時間Ｔかけて進む角度はｌ周すなわち
Mであるから、
２〃＝のＴ
また、速さひで時間Ｔかけて進む距離は円周すなわち２"7.であるから、
２"7･=UT
この２式はU=『のを考えれば同じ関係である。
回転数':単位時間あたり円を何周したか

１-Ｔ--ｒ

１．２３加速渡を求めよう
点Ａから点Ｂまで△e=の△ｔ回る間に速度が瓦から連に変化したとする。この
２つのベクトルを始点を揃えて図のように点RQ,Rをおけば、その間の平均加速度は、
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で与えられるが、これは速度を求めた時と同じ中心角△ｅの円弧で、半径をｒから

|Sil=|Z|=U
に変えたものに他ならないから、点Ａにおける瞬間の加速度は

大きさα=Uの、向きは瓦と直交つまり中心向き
となる。
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